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修士論文題目 薬害筋拘縮症者の二次障害にっいて
【背景•目的】 筋拘縮症は、幼少期に筋肉注射を受けた部位で、筋の線維化により伸張性が低下し、関 










問項 目 は 、年 齢 、性 別 、身体障害者手帳の有無と等級、注射による障害がある部位、現在の症状、睡 
眠 、ADL、二次障害、医療との関わりなどとした。また、同意の得られた当事者会員4 人に半構造化イン 
タビューによる聴き取り調査を行った。
【結果•考察】質問紙調査の有効回答数は2 9 人 (78% )、年 齢 範 囲 は 44〜6 3 歳であり、二次障害のリ 




験した人もおり、A D L を維持するためのリハビリや運動療法が必要と考えた。睡眠について、質問紙調 
査では「あまりよく眠れない」と回答した人が1 0 人いた。また、自由記載や聞き取り調査から、痛みのた 
めに目が覚める人や、可動域制限により眠る姿勢が限られる人がいることがわかった。質問紙調査で 







【総 括 】 筋拘縮症者において、痛みや可動域制限の悪化、筋力低下など二次障害を疑わせる症状が 
あった。また、睡眠の問題、移動の問題、受療のバリアが明らかになった。今後、対象を拡げた調査を行 
うとともに、二次障害の進行を防ぐ対策が急がれる。
(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （1,200字程度）
2 . ※印の欄には記入しないこと。
